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日本では新年の挨拶として、年賀状を書く習慣があります。年賀状にはとても良い

面があって、年に 1 回知り合いと挨拶を交わす機会であり、つきあいを深めるものだ

と思います。年賀状の内容は大体決っています。「昨年はいろいろお世話になりました」

「今年もよろしく」「良い年であるように」 

1 月 1 日にローマ教会の最も古いマリア祝日に由来するものですが、この祭日に、教会は信徒の

方達にすばらしい年賀状を聞かせてくれます。「今年中、主があなたを祝福し、あなたを守られるよ

うに、主がみ顔を向けて、あなたを照らし、あなたに恵みをあたえられるように、主がみ顔を向け

て、あなたに平安を賜るように”。 

１月１日に教会へ行って、このような祝福を受けてもらえれば、私はとてもうれしいです。 

神が太陽のように、私達を照らしてくれるように願うのですが、太陽は私達地球人にとって、生き

るために必要なものです。太陽のおかげで、食物は芽を出し、花を咲かせ、実を結んでくれます。

太陽がなければ、この地上で生活できないのです。 

私達は、いつも主がみ顔を向けてくれるならば、どんな試練でも乗り越えることができるに違い

ありません。おかげで、2019 年を、無事に、有益に過ごすことができたと思います。 

2020 年に入って、どんな楽しいこと、またどんな素晴らしい人に出会えるでしょうか。どんな

試練を堪え忍ばなければならないのでしょうか。どんな場合にしても、主が私達を守ってくれるな

ら、いつも穏やかで、平和で、柔和な心で、人と接することができるに違いありません。 

私はやはり神様にも年賀状を出したいと思います。「昨年は色々お世話になりました。今年もよ

ろしくお願いします。」あなたも神様に、忘れずに年賀状を書いてみてはいかがでしょうか。 

ナルチゾ神父 

神のみ言葉が人となられたのは、おとめマリアを母としてであった。キリスト者は、特に降誕

節中の一日を捧げて「私たちの神である主イエズス.キリストの母」を崇め、尊ぶことを大きな喜

びとしました。ローマ教会がこのために降誕祭の八日目、一月一日を八日目(祭日)としたのは、

西洋においてこの日が一年のはじめの日となるよりずっと以前の事でした。主イエズスの母を称

えると同時に、聖マリアが私たちの母、キリストと一体となっているすべての人の母、聖体拝領

後の祈りが示すように、教会の母でもあることを忘れないようにしたいものです。(鎌塚様より) 



 

 


